
― 名
な

古
ご

屋
や

城
じ ょ う

はなぜつくられたのでしょう ―

　名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

は、何
なん

年
ねん

くらい前
まえ

につくら

れたのか、だれが何
なん

のためにつくった

のか、どんな場
ば

所
しょ

にどんな人
ひと

たちがつ

学
がく

習
しゅう

シート１

くったのか、最
さい

初
しょ

の殿
との

様
さま

はだれだった

のかなど、いろいろな疑
ぎ

問
もん

がわいてき

ませんか。

　まず、名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の建
けん

設
せつ

の始
はじ

まりから

現
げん

在
ざい

までの、簡
かん

単
たん

な歴
れき

史
し

を年
ねん

表
ぴょう

で見
み

てみましょう。名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の歴
れき

史
し

は、今
いま

から約
やく

４１０年
ねん

前
まえ

に始
はじ

まりました。

　　　名
な

古
ご

屋
や

城
じ ょ う

　子
こ

ども博
は か

士
せ

になろう

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

は今
いま

から
約
やく

４１０年
ねん

前
まえ

に
つくられました

時
じ

代
だい

年
ねん できごと

江
え

戸
ど

1610 （慶
けい

長
ちょう

15） 徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の命
めい

令
れい

で名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の建
けん

設
せつ

が始
はじ

まりました。

1612 （慶
けい

長
ちょう

17） 天
てん

守
しゅ

が完
かん

成
せい

しました。

1615 （慶
けい

長
ちょう

20） 本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

が完
かん

成
せい

しました。

1617 （元
げん

和
な

3） 二
に

之
の

丸
まる

御
ご

殿
てん

が完
かん

成
せい

しました。

1634 （寛
かん

永
えい

11） 3代
だい

将
しょう

軍
ぐん

徳
とく

川
がわ

家
いえ

光
みつ

が上
じょう

洛
らく

殿
でん

に宿
しゅく

泊
はく

しました。

1752 （宝
ほう

暦
れき

2） 天
てん

守
しゅ

や天
てん

守
しゅ

台
だい

石
いし

垣
がき

の大
だい

修
しゅう

理
り

を行
おこな

いました。（宝
ほう

暦
れき

5年
ねん

に完
かん

成
せい

）

明
めい

治
じ 1872 （明

めい

治
じ

5） 天
てん

守
しゅ

と本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

が陸
りく

軍
ぐん

省
しょう

の管
かん

理
り

になりました。

1893 （明
めい

治
じ

26） 本
ほん

丸
まる

などの管
かん

理
り

が陸
りく

軍
ぐん

省
しょう

から宮
く

内
ない

省
しょう

に移
うつ

りました。

昭
しょう

和
わ

1930 （昭
しょう

和
わ

5）
名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

が宮
く

内
ない

省
しょう

から名
な

古
ご

屋
や

市
し

に移
うつ

されました。

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

が城
しろ

の国
こく

宝
ほう

１号
ごう

に指
し

定
てい

されました。

1945 （昭
しょう

和
わ

20） 名
な

古
ご

屋
や

大
だい

空
くう

襲
しゅう

で天
てん

守
しゅ

や本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

などが焼
しょう

失
しつ

しました。

1959 （昭
しょう

和
わ

34） 天
てん

守
しゅ

閣
かく

が再
さい

建
けん

されました。

平
へい

成
せい 2009 （平

へい

成
せい

21） 本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

の復
ふく

元
げん

工
こう

事
じ

が始
はじ

まりました。（2013年
ねん

公
こう

開
かい

開
かい

始
し

）

2018 （平
へい

成
せい

30） 本
ほん

丸
まる

御
ご

殿
てん

の復
ふく

元
げん

工
こう

事
じ

が完
かん

了
りょう

し、全
ぜん

面
めん

公
こう

開
かい

が始
はじ

まりました。



名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

は濃
のう

尾
び

平
へい

野
や

の
守
まも

りを固
かた

める城
しろ

でした

　１６００年
ねん

（慶
けい

長
ちょう

5）の関
せき

ケ
が

原
はら

の戦
たたか

い

で、徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は、豊
とよ

臣
とみ

方
がた

に勝
しょう

利
り

しまし

た。しかし、大
おお

阪
さか

城
じょう

には、まだ豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

頼
より

（秀
ひで

吉
よし

の子
こ

ども）が健
けん

在
ざい

で安
あん

心
しん

でき

ませんでした。そこで、家
いえ

康
やす

は、諸
しょ

大
だい

名
みょう

に命
めい

令
れい

して大
おお

阪
さか

城
じょう

を取
と

り囲
かこ

むように、

新
あたら

しく城
しろ

をつくらせたり、すでにあった

城
しろ

を大
だい

改
かい

修
しゅう

させたりしました。これは

東
とう

国
ごく

への関
かん

門
もん

となる濃
のう

尾
び

平
へい

野
や

の守
まも

り

を固
かた

めるためでした。名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

は、そう

した城
しろ

の一つで、家
いえ

康
やす

がとりわけ力
ちから

を

入れてつくらせた城
しろ

でした。

　このころの尾
お

張
わり

国
のくに

の中
ちゅう

心
しん

は清
きよ

須
す

で

した。しかし、清
きよ

須
す

は、五
ご

条
じょう

川
がわ

沿
ぞ

いの

低
てい

地
ち

で、水
すい

害
がい

にあったり、水
みず

攻
ぜ

めにさ

れたりしやすい土
と

地
ち

でした。

　日
ひ

増
ま

しに豊
とよ

臣
とみ

方
がた

との関
かん

係
けい

がきびしく

なる中
なか

、家
いえ

康
やす

は、清
きよ

須
す

から名
な

古
ご

屋
や

台
だい

地
ち

に、新
あたら

しい城
しろ

をつくることにしました。

　 1610年
ねん

（慶
けい

長
ちょう

15）の正
しょう

月
がつ

9日
か

から

本
ほん

格
かく

的
てき

に築
ちく

城
じょう

工
こう

事
じ

と清
きよ

須
す

越
ごし

（清
きよ

須
す

の

町
まち

ぐるみの引
ひっ

越
こ

し）が始
はじ

まりました。

　名
な

古
ご

屋
や

台
だい

地
ち

は、南
なん

北
ぼく

に細
ほそ

長
なが

く延
の

び

る台
だい

地
ち

で、その北
きた

側
がわ

と西
にし

側
がわ

は高
たか

さ１０

メートルほどの崖
がけ

でした。しかも、崖
がけ

下
した

は湿
しっ

地
ち

が広
ひろ

がり、その北
きた

や西
にし

には矢
や

田
だ

川
がわ

・庄
しょう

内
ない

川
がわ

が流
なが

れ、さらに遠
とお

く離
はな

れ

た外
そと

側
がわ

には、木
き

曽
そ

川
がわ

や長
なが

良
ら

川
がわ

などの

大
おお

きな川
かわ

が流
なが

れていました。名
な

古
ご

屋
や

台
だい

地
ち

は、自
し

然
ぜん

の地
ち

形
けい

に幾
いく

重
え

にも守
まも

ら

れたところでした。名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

は、このよ

うな好
こ う

条
じょう

件
け ん

にある台
だい

地
ち

の西
せい

北
ほく

端
たん

の場
ば

所
しょ

につくられました。

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

は
名
な

古
ご

屋
や

台
だい

地
ち

の西
せい

北
ほく

端
たん

に
築
きず

かれました
名な

古ご

屋や

台だ
い

地ち

東と
う

部ぶ

丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

大お
お

曽ぞ

根ね

面め
ん

庄し
ょ
う

内な
い

川が
わ

五ご

条
じ
ょ
う

川が
わ

新し
ん

川か
わ

熱
あつ

田
た

神
じん

宮
ぐう

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

名
な

古
ご

屋
や

駅
えき

矢
や

田
だ

川
がわ



　名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の縄
なわ

張
ばり

（建
たて

物
もの

や堀
ほり

・石
いし

垣
がき

・

門
もん

などの配
はい

置
ち

）は、本
ほん

丸
まる

とそれを囲
かこ

む７

つの区
く

画
かく

から成
な

り立
た

っていました。

　最
もっと

も重
じゅう

要
よう

な本
ほん

丸
まる

は、周
まわ

りを空
から

堀
ぼり

と石
いし

垣
がき

で厳
げん

重
じゅう

に囲
かこ

みました。そして、本
ほん

丸
まる

の東
ひがし

に二
に

之
の

丸
まる

、西
にし

に西
にし

之
の

丸
まる

、北
ほく

西
せい

に

御
お

深
ふ

井
け

丸
まる

、本
ほん

丸
まる

の南
みなみ

と東
ひがし

の出
で

入
い

り口
ぐち

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の本
ほん

丸
まる

は、
二
に

重
じゅう

三
さん

重
じゅう

に囲
かこ

まれ、
守
まも

られていました

には大
おお

手
て

馬
うま

出
だし

と搦
からめ

手
て

馬
うま

出
だし

という広
ひろ

い場
ば

所
しょ

を設
もう

け、北
きた

に塩
しお

蔵
ぐら

構
がまえ

（塩
しお

の保
ほ

管
かん

場
ば

所
しょ

）を配
はい

置
ち

しました。さらに、西
にし

之
の

丸
まる

と

二
に

之
の

丸
まる

の外
そと

側
がわ

を広
ひろ

い三
さん

之
の

丸
まる

で取
と

り囲
かこ

み、三
さん

之
の

丸
まる

には五
いつ

つの門
もん

と重
じゅう

臣
しん

たちの

屋
や

敷
しき

を配
はい

置
ち

して、守
まも

りを固
かた

めていました。

　本
ほん

丸
まる

は、多
おお

くの曲
くる

輪
わ

で取
と

り囲
かこ

まれ、

そのうえ、それらの曲
くる

輪
わ

全
ぜん

体
たい

が水
みず

堀
ぼり

や

空
から

堀
ぼり

、石
いし

垣
がき

などで囲
かこ

まれ、厳
げん

重
じゅう

に守
まも

ら

れていました。

三
さん

之
の

丸
まる

本
ほん

町
まち

門
もん

御
み

園
その

門
もん

巾
はば

下
した

門
もん

大
おお

手
て

馬
うま

出
だし

御
お

深
ふ

井
け

丸
まる

西
にし

之
の

丸
まる

 元
げ ん

禄
ろ く

拾
じゅう

年
ね ん

 御
お

城
しろ

絵
え

図
ず

（名
な

古
ご

屋
や

市
し

蓬
ほう

左
さ

文
ぶん

庫
こ

蔵
ぞう

）

本
ほん

丸
まる

二
に

之
の

丸
まる

清
し

水
みず

門
もん

東
ひがし

門
もん

（東
ひがし

大
おお

手
て

門
もん

）

塩
しお

蔵
ぐら

構
がまえ 搦か

ら
め

手て

馬う
ま

出だ
し



黒
くろ

田
だ

長
なが

政
まさ

竹
たけ

中
なか

重
しげ

利
とし

木
きの

下
した

延
のぶ

俊
とし

浅
あさ

野
の

幸
よし

長
なが

大
おお

阪
さか

城
じょう

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

江
え

戸
ど

城
じょう

池
いけ

田
だ

輝
てる

政
まさ

毛
もう

利
り

秀
ひで

就
なり

生
い

駒
こま

正
まさ

俊
とし

　１６１０年
ねん

（慶
けい

長
ちょう

１５）の正
しょう

月
がつ

１４日
か

に、

徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は、加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

・前
まえ

田
だ

利
とし

光
みつ

・

池
いけ

田
だ

輝
てる

政
まさ

ら西
さい

国
ごく

や北
ほっ

国
こく

の大
だい

名
みょう

20人
にん

に、堀
ほり

などの石
いし

垣
がき

工
こう

事
じ

（普
ふ

請
しん

）を命
めい

じま

した。

　各
かく

大
だい

名
みょう

は、領
りょう

地
ち

の石
こく

高
だか

（収
しゅう

入
にゅう

）に応
おう

じて工
こう

事
じ

場
ば

所
しょ

が割
わ

り当
あ

てられました。

石
いし

垣
がき

工
こう

事
じ

にかかる莫
ばく

大
だい

な費
ひ

用
よう

は、す

べて各
かく

大
だい

名
みょう

の負
ふ

担
たん

でしたので、家
いえ

康
やす

は、

この工
こう

事
じ

によってこれらの大
だい

名
みょう

の経
けい

済
ざい

力
りょく

を弱
よわ

めようとしたと考
かんが

えられています。

　尾
お

張
わり

藩
はん

（尾
お

張
わり

徳
とく

川
がわ

家
け

）は、徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の

９男
なん

徳
とく

川
がわ

義
よし

直
なお

を初
しょ

代
だい

の藩
はん

主
しゅ

とし、１６代
だい

の義
よし

宜
のり

まで、約
やく

260年
ねん

間
かん

続
つづ

きました。

　領
りょう

地
ち

は、尾
お

張
わり

一
いっ

国
こく

のほか美
み

濃
の

国
のくに

（岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

南
なん

部
ぶ

）・三
み

河
か わ

国
のくに

（愛
あい

知
ち

県
けん

東
とう

部
ぶ

）の一
いち

部
ぶ

、木
き

曽
そ

（ 長
なが

野
の

県
けん

南
なん

部
ぶ

）などで、61

万
まん

９５００石
ごく

の石
こく

高
だか

を得
え

ていました。

　尾
お

張
わり

徳
とく

川
がわ

家
け

・紀
き

伊
い

徳
とく

川
がわ

家
け

・水
み

戸
と

徳
とく

川
がわ

家
け

を御
ご

三
さん

家
け

と呼
よ

び、中
なか

でも尾
お

張
わり

徳
とく

川
がわ

家
け

と

紀
き

伊
い

徳
とく

川
がわ

家
け

の２家
け

は、将
しょう

軍
ぐん

家
け

に跡
あと

継
つ

ぎ

がないときには、その後
こう

継
けい

者
しゃ

を出
だ

せる特
とく

別
べつ

な家
いえ

でした。

初
しょ

代
だい

の藩
はん

主
しゅ

は徳
とく

川
がわ

義
よし

直
なお

。
御
ご

三
さん

家
け

筆
ひっ

頭
とう

の
大
だい

名
みょう

家
け

でした

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

の石
いし

垣
がき

は
２０人

にん

の大
だい

名
みょう

によって
つくられました

〈石
いし

垣
がき

工
こう

事
じ

を命
めい

じられた大
だい

名
みょう

〉
金
かな

森
もり

可
よし

重
しげ

前
まえ

田
だ

利
とし

光
みつ

加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

福
ふく

島
しま

正
まさ

則
のり

蜂
はち

須
す

賀
か

至
よし

鎮
しげ

山
やま

内
うち

忠
ただ

義
よし

加
か

藤
とう

嘉
よし

明
あき

寺
てら

沢
ざわ

広
ひろ

高
たか

細
ほそ

川
かわ

忠
ただ

興
おき

鍋
なべ

島
しま

勝
かつ

茂
しげ

田
た

中
なか

忠
ただ

政
まさ

毛
もう

利
り

高
たか

政
まさ

稲
いな

葉
ば

典
のり

通
みち

名
な

古
ご

屋
や

城
じょう

総
そう

合
ごう

事
じ

務
む

所
しょ


